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会 議 の 要 旨 

会議の名称 第８回川越市介護保険事業計画等推進委員会 

開催日時 平成２６年５月２０日（火） 午後２時 開会  午後４時 閉会 

開催場所 総合保健センター多目的室（３階） 

議長氏名 委員長 齊藤 正身   

出席委員氏名 

山根委員、荻窪委員、関口委員、川口委員、近藤委員、小野寺委員 

宮山委員、橋本委員、長峰委員、荻野委員、矢澤委員、芝波田委員 

木村委員、米原委員、原委員、長田委員、小林委員、矢代委員、横田委員 

欠席委員氏名 若海委員、矢部委員 

事務局職員氏名 

庭山福祉部長 

高齢者いきがい課：内山課長、宮下副課長、佐藤主幹、関根主任 

真坂主事  

健康づくり支援課：神田課長、冨田主査 

介護保険課：久津間課長、間仁田副課長、佐藤主幹、太田主査、金田主任 

正田主事、渋谷主事補 

会議次第 
１開会 ２あいさつ ３報告事項 ４議事 ５その他 ６事務連絡  

７閉会 

配布資料 

１ 次第 

２ 第７回川越市介護保険事業計画等推進委員会の要旨…資料１ 

３ 日常生活圏域ニーズ調査に伴う生活支援ソフト…資料２－１ 

４ 川越市高齢者等実態調査について（生活支援ソフト以外の考察） 

…資料２－２ 

５ 川越市圏域別高齢化率及び認定者数…資料２－３ 

６ 川越市の人口推計…資料３ 

７ 第６期介護保険事業（支援）計画 基本指針の項目（素案）…資料４ 

８ 川越市高齢者等実態調査報告書…当日配布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 2 

議事の経過 

１ 開会 

２ あいさつ 

   委員長による開会のあいさつ。 

 

３ 報告事項  

（１）第７回川越市介護保険事業計画等推進委員会について 

   事務局より、資料１を用いて、第７回介護保険事業計画等推進委員会の開催内容につい

て報告。 

 

（２）川越市高齢者等実態調査の結果分析について 

事務局より、資料２－１、２－２、２－３を用いて報告。 

 

（委員長） 

地域ケア会議で、行方が分からなくなった高齢者のケースがあがってきているか、あれば把

握しているのか。あがっていなければ大きな問題とはなっていないということだとは思うが。

防災放送で呼び掛けたケースについても、どのくらいの時間で発見されたかなど、 

データを把握し次のシステムづくりにつなげる必要があると思う。 

 

（委員） 

 今回の報告では、ボランティアに参加の意欲がある方が多くいるという結果になっている 

が、社協のボランティアセンターへの登録は減尐傾向にある。 

求めているのが話し相手ということで、地区社協とも相談して、サロン的なものも増やして 

いく必要があるのかなと思う。 

 

（事務局） 

 第６期に向けて、どのような仕掛けづくりをしていくか、当委員会で議論いただき、展開し 

ていきたいと考えている。 

 

（委員長） 

 オレンジカフェには、どのくらいボランティアが参加しているのか 

 

（事務局） 

 傾聴ボランティアや、元介護者の方、近隣の方で元々利用者であった方等、ボランティア 

は増加しています。 

 

（委員） 

 ボランティア連絡会も、若い方から、御年輩の方まで、ボランティアは増加していって 

いる。 

 ただ、地域とボランティア団体の話し合いの場がなく、自分たちで、社協につながりのある 
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ボランティアに呼びかけて活動しているというのが現状だ。社協や、地域のボランティア 

団体に参加しやすくなれば、もっと広がっていくと思う。 

 

（委員長） 

 ボランティアについては、一度しっかり時間をとる必要があると思う。社協やボランティア

団体も情報提供いただきたい。 

 

（副委員長） 

 今回の統計で、ボランティアに「参加している方々が」また参加したいと回答しているのか、

「未経験の方」が回答しているのかが見えない。 

 未経験の方が多いので、この方々を放っておくのはもったいないと思う。 

実態を把握して、参加していないが、今後参加したいというのであれば、誘導してあげる必

要があると思う。次回までに確認を。 

 

（委員） 

 何故このような統計結果になったのかという分析をお願いしたい。 

 

（委員長） 

 各地域ごとの、地域性や年齢分布はもちろんだが、考察をよろしくお願いしたい。 

 

（副委員長） 

 圏域ごとの、回答者の年齢構成がわかる資料を用意していただきたい。 

 また、「今回の回答者の中での圏域ごとの」要介護度と、圏域ごとの「圏域全体の」 

要介護度の関係がわかる資料を用意していただきたい。 

 

（委員長） 

 事業の名称等も、高齢者が敬遠しないようなものにしていく必要もあると思う。 

 

 

（３）川越市の人口推計について 

   事務局より、資料３を用いて、「川越市の人口推計」について報告。 

 

（委員長） 

 他市町村や、県との比較ができる資料を用意してもらいたい。 

 

４ 議事 

 第６期介護保険事業計画等の策定について  

 事務局より、資料４を用いて説明。 
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（委員） 

 市民センター構想は、地域包括ケアを推進する上で、ぜひとも本計画に位置付けていただき 

たい。 

 市民センターが、地域の実態に即した地域ケア会議が、フットワーク良く行える場を提供で 

きると良いと思うので、積極的に推進していただきたい。 

 

（委員長） 

 第５期計画の総括が必要だと思うが、報告は次回ということでよいか。 

 

（事務局） 

 お見込みのとおりです。 

 

（委員長） 

 「地域包括支援センターにおける平時の様々な業務や、地域ケア会議などで明らかになって 

いる課題の整理・分析」についても次回示されるのか。 

地域包括支援センターの運営協議会が、当委員会とは別にあるので、そこでの結果が、当 

委員会に出てこないと役立てられないと思うが、御提示いただけるのか。 

 

（事務局） 

 逐一提供できる情報があれば、情報提供させていただきたいと思います。 

 

（委員長） 

 今回頂いたデータの、年齢別のデータも提供していただきたい。 

 

（事務局） 

 報告書８７ページのボランティアを受けたい内容の、年齢別のクロス集計ということでよろ 

しいでしょうか。 

 

（委員長） 

 お見込みのとおり。もう一歩踏み込んだ分析結果をお願いしたい。 

 

５ その他 

  なし 

 

６ 事務連絡 

 ・次回委員会は７月頃の開催を予定しております。詳細は、決定次第通知いたします。 

 

７ 閉会 

 


